
10MM超クリアデジタル印刷ガラス 10MM 3Dデジタル印刷ガラスと10mmデジタルセラミック印刷ガラスとも呼ばれ、デジタル印刷されています 10mm超透明強化
ガラス 10mmの平らなガラスの表面に画像、パターン、またはテキストを適用するための技術開発の使用。シルクスクリーン印刷ガラスとはまったく異なります。より多くの色のオプションが
あります。しかし、シルクスクリーン印刷ガラスには色の選択肢が少なくなっています。通常、3〜4種類の色があります。他の印刷ガラスの方法と同様に、デジタル印刷ガラスは版画の形式を使用
します。

 

色とパターンは、顧客の要件に応じてカスタマイズできます。重要な装飾材料として、セラミックフリットガラスは、優れた装飾と安定性を持ち、お手入れが簡単で、退色しにくいです。強力なアプ
リケーション価値があります。したがって、中国のセラミックフリットガラスメーカーは、顧客の要件に応じて異なるパターンと色を設計します。

 

https://www.sggglassmanufacturer.com/jp/products/10mm-low-iron-tempered-glass-10mm-ultra-clear-toughened-glass-10mm-starphire-tempered-glass.html#.XeHSt9szYdU
https://www.sggglassmanufacturer.com/jp/products/10mm-low-iron-tempered-glass-10mm-ultra-clear-toughened-glass-10mm-starphire-tempered-glass.html#.XeHSt9szYdU


 

仕様：

 

厚さ：4mm、5mm、6mm、8mm、10mm、12mm、15、19mmなど

サイズ：顧客の要求に応じてカスタマイズします。作成できる最大サイズは3300x12000mmです。

パターン：カスタマイズされた 

色：パントンまたはRAL色 

 



 

 

 

デジタル印刷ガラスの利点：

1。永久的な使用法、UV、化学薬品、および耐湿性。

2.デジタル化。建築家とデザイナーの創造性を現実に変えることができます。

3.選択のための広範な色の範囲には、RGB、RAL、Pantoneが含まれます。

4.ハイエンドのカスタマイズ、エクステリアとインテリアの理想的なソリューション。



応用：

 

 

 デジタル印刷ガラスVS漆塗りガラス

1.デジタル印刷ガラスは、さまざまな色やカスタマイズが必要な小規模注文に適していますが、デジタルプリンターがホワイトインクを使用できる場合を除き、明るい色の素材には適していません。
デジタル印刷ガラスはスクリーン印刷ガラスほど耐久性がなく、各ユニットのコストは固定されたままなので、すべてのシナリオでデジタル印刷は最良の選択ではありません。

2.ラッカーを塗られたガラスはオイルペイントされたガラスとも呼ばれ、色は非常に明るく、多くの色の選択肢があります。非常に安定しているわけではありません。特に湿度が高いと分解する場合
があります。

 

私たちのフル生産ライン

 

1993年に設立された深センSun Global Glass、私たちの工場は12000平方メートルを占め、高度なCNC切断機、自動研削盤、強化炉、断熱ガラス生産ラインなどの高度な機
械があります。ワードアドバンスプロダクションマシンで更新を続け、最高品質のガラスに焦点を当てることが、当社の成功の鍵です。

 



 

 

 

品質証明書：

 

1.強化ガラスはBS 6206英国安全ガラス規格に適合しています。  

2.強化ガラスはEN 12150 CE欧州安全ガラス規格に適合しています。

3.合わせガラスは、EN14449 CE欧州安全ガラス規格に適合しています。

3.合わせガラスは、米国品質基準SGCC証明書を満たしています。

 



 


